
○矢幅駅東西自由通路等の設置及び管理に関する条例 

平成19年12月13日 

条例第16号 

（設置） 

第１条 矢幅駅東西の歩行者の通行の利便を図り、地域社会の発展に資するため、矢

幅駅東西自由通路及び矢幅駅地域交流センター（以下「自由通路等」という。）を

次のとおり設置する。 

名称 位置 

矢幅駅東西自由通路 矢巾町駅東一丁目１番１号 

矢幅駅地域交流センター 

（矢幅駅地域交流センター） 

第２条 矢幅駅地域交流センターは、次の施設により構成する。 

(１) インフォメーションコーナー 

(２) 多目的ホール 

（使用時間） 

第２条の２ 自由通路等を使用することのできる時間は、午前８時30分から午後９時

30分までとする。ただし、町長が特に必要と認めたときは、これを変更することが

できる。 

２ 前項の規定は、矢幅駅東西自由通路の通行については適用しない。 

（管理） 

第３条 町長は、自由通路等を、指定管理者（矢巾町公の施設に係る指定管理者の指

定手続等に関する条例（平成16年矢巾町条例第１号）第６条の規定により指定を受

けた者）に管理を行わせることができる。 

（使用の許可） 

第４条 自由通路等の一部を使用しようとする者（以下「使用者」という。（指定管

理者が管理する場合にあっては、「利用者」という。以下同じ。））は、町長（指

定管理者が指定されたときは、指定管理者。以下第６条まで並びに第８条、第12条

及び第13条において同じ。）の許可を受けなければならない。許可を受けた事項を

変更しようとする場合も、同様とする。 

２ 町長は、自由通路等の管理上必要があると認めたときは、前項の許可に条件を付



することができる。 

（使用の制限） 

第５条 町長は、次の各号のいずれかに該当すると認めたときは、前条第１項の許可

をしないものとする。 

(１) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(２) 自由通路等の施設又は設備を汚損、損傷又は亡失するおそれがあるとき。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、自由通路等の管理上適当でないと認めたとき。 

（使用の停止等） 

第６条 町長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、その使用を停止し、又は許

可を取り消し、並びに行為の中止、原状の回復若しくは自由通路等からの退去を命

ずることができる。 

(１) この条例に違反したとき。 

(２) 偽りその他不正な手段により第４条第１項の規定による許可を受けたとき。 

(３) 第４条第２項の規定に基づく条件に違反したとき。 

(４) その他公益上やむを得ない事情が生じたとき。 

(５) 前各号に規定するもののほか、町長が特にその使用を不適当と認めるとき。 

（目的外使用禁止） 

第７条 使用者は、許可を受けた目的以外に自由通路等を使用し、又は使用の権利を

第三者に譲渡し、若しくは転貸することはできない。 

（行為の禁止） 

第８条 自由通路等において、次の各号に掲げる行為をしてはならない。 

(１) 建物若しくはそれに附属する施設、設備若しくは備品等を汚損し、損傷し、

又は亡失すること。 

(２) 危険物又は動物（身体障害者補助犬を除く。）を持ち込むこと。 

(３) 許可を受けないで物品の販売その他の商行為等をすること。 

(４) 許可を受けないで印刷物、ポスター等を掲示し、又は配布すること。 

(５) 自転車等を乗り入れ、又は止め置くこと。 

(６) 寝泊りすること。 

(７) 指定された場所以外の場所で喫煙すること。 

(８) 前各号に掲げるもののほか、歩行者の安全な通行又は自由通路等の管理に支



障を及ぼすおそれのある行為をすること。 

（使用料） 

第９条 使用者は、別表に掲げる使用料を納付しなければならない。 

２ 前項に規定する使用料は、許可の際に徴収する。 

（利用料金） 

第10条 指定管理者が管理する施設の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）

は、指定管理者の収入として収受させるものとする。この場合において、前条の規

定は適用しない。 

２ 利用料金の額は、前条第１項の別表に定める使用料の額の範囲内で、あらかじめ

町長の承認を得て、指定管理者が定めるものとする。 

３ 利用者は、第４条第１項の許可を受けた際に利用料金を支払わなければならない。 

（使用料の減免） 

第11条 町長は、公益上必要があると認めたときは、第９条に規定する使用料（指定

管理者が管理する施設にあっては、「利用料金」という。次条において同じ。）を

全部又は一部を減免することができる。 

（使用料の不還付） 

第12条 既納の使用料は、還付しない。ただし、次の各号のいずれかに該当すると認

めたときは、その全部又は一部を還付することができる。 

(１) 施設の維持管理のため、町長が使用の許可を取り消したとき。 

(２) 使用者の責めに帰することができない理由により、使用することができなか

ったとき。 

(３) その他町長が特別の理由があると認めるとき。 

（損害賠償） 

第13条 使用者は、自由通路等の施設又は設備等を汚損し、損傷し、又は亡失したと

きは町長の指示するところにより原状に回復し、又は損害を賠償しなければならな

い。ただし、町長は、やむを得ない理由があると認めるときは、その額を減額し、

又は免除することができる。 

（指定管理者の業務） 

第14条 施設の管理に係る指定管理者の業務は、次のとおりとする。 

(１) 第４条第１項の許可を行うこと。 



(２) 第４条第２項の規定に基づき、同条第１項の許可に条件を付すること。 

(３) 第５条の規定に基づき、第４条第１項の許可をしないこと。 

(４) 第６条の規定に基づき、第４条第１項の許可を取り消し、同条第２項の条件

を変更し、又は行為の中止若しくは使用の停止並びに退去を命ずること。 

(５) 施設及び設備の維持管理に関すること。 

(６) 前各号に掲げるもののほか、施設の管理に関すること。 

２ 指定管理者は、前項第２号から第４号までのいずれかの行為を行おうとするとき

は、町長の承認を受けなければならない。承認を受けた事項を変更するときも、同

様とする。 

（委任） 

第15条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

この条例は、平成20年３月１日から施行する。 

附 則（平成25年12月13日条例第33号） 

この条例は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（令和元年６月７日条例第１号） 

この条例は、令和元年６月29日から施行する。ただし、第２条（「、駅東一丁目」

を加える部分に限る。）、第４条、第５条、第６条、第７条及び第８条の規定は、土

地区画整理法（昭和29年法律第119号）第103条第４項の規定による換地処分の公告が

あった日の翌日から施行する。 

附 則（令和７年２月19日条例第７号） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和７年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の矢幅駅東西自由通路等の設置及び管理に関する条例の規

定は、令和７年７月１日以後の使用に係る使用料について適用し、同日前の使用に

係る使用料については、なお従前の例による。 



 

別表（第９条関係） 

施設 目的 単位 使用料 

１ 時 間 ま

でごとに 

１ 日 ま で

ごとに 

矢幅駅東西自由

通路 

ポスター、その他広告物の掲示 １枚  30円 

募金、配布、署名活動、演奏等での利

用で料金等を徴取しない場合 

１区画 100円 1,000円 

物品の販売その他の商行為での利用

（１階に限る。） 

１区画 200円 2,000円 

インフォメーシ

ョンコーナー 

ポスター、その他広告物の掲示 １枚  30円 

多目的ホール 展示、集会、演奏等での利用で料金等

を徴取しない場合 

１ 平 方

メ ー ト

ル 

100円 1,000円 

展示、集会、演奏等での利用で料金等

を徴取する場合又は物品の販売その

他の商行為での利用 

１ 平 方

メ ー ト

ル 

200円 2,000円 

備考 

１ 掲示することができるポスター、その他広告物は、次のとおりとする。 

(１) 大きさ 日本産業規格A１判までのもの 

(２) 内容 公の秩序又は善良な風俗に反し、又は反するおそれのないもの 

(３) 掲示場所 あらかじめ町長が指定した掲示板 

２ 目的欄の料金等とは、入場料、会費若しくはこれに類する料金とする。 

３ 単位欄の１区画とは、６平方メートルとする。 

４ 許可された使用日時を超えたとき又は第２条の２で定める使用時間外におい

て使用するときの使用料は、その超えた日数１日又は時間１時間につき、この

表の使用料の額の1.5倍に相当する額とする。 

 


